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平
成
27
年
度
の
各
会
計
決
算
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
町
の
業
務
や

施
策
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

や
、
国
・
北
海
道
か
ら
の
補
助
金

な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
、
町
の
財
政
運
営

の
中
心
と
な
る
会
計
で
す
。
町
で

は
、
「
元
気
発
信
・
笑
顔
の
大
地

・
夢
開
花　

な
か
が
わ
」
の
将
来

像
を
達
成
す
る
た
め
に
、
福
祉
や

教
育
、
経
済
な
ど
の
基
本
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
経
費
の
大
部
分
を
賄
っ
て
い
る

の
が
一
般
会
計
で
す
。

　

そ
の
他
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
直

結
し
た
事
業
を
特
別
会
計
で
行
っ

て
い
ま
す
。
特
別
会
計
は
、
国
の

補
助
金
や
税
金
、
使
用
料
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

決
算
は
、
こ
れ
ら
の
お
金
が
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
に

ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
た
か
を
示

す
も
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
9

一　般　会　計

町　　　　　　　　　税

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

財　　産　　収　　入

寄　　　　附　　　　金

繰　　　　入　　　　金

繰　　　　越　　　　金

諸　　　　収　　　　入

地　方　譲　与　税

利　子　割　交　付　金

配　当　割　交　付　金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金（※）

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地　方　交　付　税

交通安全対策特別交付金

国　庫　支　出　金

道　　支　　出　　金

町　　　　　　　　　債

議　　会　　費

総　　務　　費

民　　生　　費

衛　　生　　費

労　　働　　費

農林水産業費

商　　工　　費

土　　木　　費

消　　防　　費

教　　育　　費

災 害 復 旧 費

公　　債　　費

給　　与　　費

予　　備　　費

歳入及び歳出内訳の金額は、千円の位を
切りすてているため、それぞれの合計額
と総額は異なります。
ただし、各割合（％）は、千円以下の位を
含めたものとなっています。

※地方消費税交付金のうち、引き上げ分の地方消費税収
　1,586万円は、社会保障施策に使われています。

区　　分区　　　　分

歳出内訳歳入内訳

自　

主　

財　

源

依　
　

存　
　

財　
　

源

金　　額 割合（％）

1億8,607万円

225万円

7,912万円

6,811万円

165万円

1億180万円

9,025万円

2億1,394万円

5,902万円

30万円

60万円

50万円

3,739万円

907万円

23万円

20億8,465万円

0万円

3億6,098万円

1億7,116万円

5億2,088万円

4.7

0.1

2.0

1.7

0.0

2.5

2.3

5.4

1.5

0.0

0.0

0.0

0.9

0.2

0.0

52.3

0.0

9.0

4.3

13.1

金　　額 割合（％）

3,134万円

3億1,385万円

3億2,597万円

2億5,479万円

1,528万円

6億9,622万円

1億5,218万円

4億6,066万円

1億2,335万円

3億4,064万円

1億3,407万円

5億7,111万円

4億2,570万円

0万円

0.8

8.2

8.5

6.6

0.4

18.1

3.9

12.0

3.2

8.9

3.5

14.8

11.1

0

歳出総額
38億4,521万円

歳入総額
39億8,805万円

平成27年度
一般会計・特別会計決算報告一般会計・特別会計決算報告

平成27年度
一般会計・特別会計決算報告
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平成27年度に行った主な事業

町史編さん事業

住宅新築・リフォーム促進助成

地域おこし協力隊活用事業

高齢者ハイヤー利用支援事業

住民バス運行事業

敬老会開催・敬老祝金

高齢者世帯等住宅除雪費助成事業

冬期生活支援事業

介護予防・生活支援事業

健康づくり事業（健診・予防接種）

中川町立診療所備品購入

新規就農誘致事業

エゾシカ緊急対策事業

青果・農産物集出荷設備導入事業

酪農畜産振興支援事業

森林ICTプラットフォーム構築事業

森林整備加速化・林業再生総合対策事業

未来につなぐ森づくり推進事業

山村活性化支援交付金事業

ポイントカード推進事業補助

イベント活性化推進事業補助

特産品開発事業補助

町道除雪委託業務

公営住宅営繕工事

高等学校生徒就学支援

文化芸術公演事業費

生涯学習センター改修事業

佐久地区公民館耐震補強及び大規模改修事業

土地：29,801,084㎡
　　　（うち山林19,877,879㎡）
建物：68,991㎡

　　　（平成28年3月31日現在）

区分 事業費 【主な町有財産の現在高】

財政力指数（3ヵ年平均）
　　 0.107（平成26年度0.105）
　財政力指数は、1.0に近いほど自主
財源の割合が高く、財政力が強いこ
とを示します。

経常収支比率
　　 83.5％（平成26年度84.4％）
　経常収支比率は、財政の弾力性を
示す指標で、パーセンテージが高い
ほど財政が硬直化していることを示
します。

【中川町の財政力】

貯金（基金）
　26億4,933万円
　（町民1人あたり約163万円）

借金（地方債残高）
　67億1,750万円
　（町民1人あたり約413万円）
　（借金（地方債残高）については、
　約８割が今後、地方交付税に算入
　される見込みです。）

　　　※平成28年3月31日現在人口
　　　　　　　 1,628人を基に計算

【中川町の貯金と借金】

健全化判断比率
・実質赤字比率　　　　－％
・連結実質赤字比率　　－％
・実質公債費比率　　 9.3％
・将来負担比率　　　　－％

資金不足比率
・簡易水道特別会計　　－％
・農業集落排水事業　　－％

※これらの数値は、赤字でない限り
　比率がないものとされ、「－％」
　と示しています（詳しくは、広報
　なかがわ2016年11月号8～9ペー
　ジをご覧ください）。

【健全化判断比率、　　　
　　　資金不足比率】

事　　業　　名

総務費

民生費

衛生費

農林水
産業費

商工費

土木費

教育費

1,495万円

849万円

2,238万円

463万円

843万円

333万円

156万円

151万円

154万円

729万円

1,457万円

253万円

438万円

396万円

201万円

2,099万円

2,387万円

798万円

1,017万円

489万円

180万円

200万円

7,045万円

3,719万円

504万円

359万円

3,025万円

1億669万円

特別会計決算総括表

介
護
保
険

特　
　

別　
　

会　
　

計

2億5,494万円

1億1,983万円

8,414万円

2億1,800万円

806万円

3,024万円

7億1,521万円

47億326万円

国民健康保険事業

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

後 期 高 齢 者 医 療

小　　　　　　　計

区　　　分

一般会計＋特別会計

歳入決算額 歳出決算額 差引額

保険事業勘定

サービス事業勘定

2億5,491万円

1億1,981万円

8,413万円

2億1,800万円

806万円

3,022万円

7億1,513万円

45億6,034万円

3万円

2万円

1万円

0万円

0万円

2万円

8万円

1億4,292万円
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永
年
、
中
川
町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長
を
務
め
ら

れ
た
笹
森
弘
志
さ
ん
（
4
区
）
に
対
し
て
、
そ
の
功
労

を
讃
え
、
平
成
28
年
度
地
方
教
育
行
政
功
労
表
彰
（
文

部
科
学
大
臣
表
彰
）
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
長
と
し
て
在
任
中
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
開
設
の
ほ
か
、
地

域
素
材
と
地
域
人
材
を
活
用
し
た
「
中
川
町
ふ
る
さ
と

学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
郷
土
を
愛
す
る

心
の
育
成
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
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平
成
28
年
度

 
地
方
教
育
行
政
功
労
表
彰

　　　　　
（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）

笹 森 弘 志　様

　

島
津
愛
美
さ
ん
（
中
央
小
5
年
）
が
上
川
北
部
消
防

事
務
組
合
消
防
長
賞
を
受
賞
！

　

作
文
の
部
で
の
受
賞
と
な
っ
た
島
津
さ
ん
は
「
火
事

の
怖
さ
と
対
策
を
考
え
て
書
き
ま
し
た
。
火
の
気
が
あ

る
と
こ
ろ
に
は
燃
え
や
す
い
物
は
置
か
な
い
。
火
の
確

認
は
し
っ
か
り
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
賞
を
も
ら
う
こ
と
は
初
め
て
な
の
で
、

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
賞
を
取
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。　

平
成
28
年
度

　

北
海
道「
防
火・防
災
」

　
　
　
　
　

作
品
コ
ン
ク
ー
ル島 津 愛 美　さん

（中央小5年）

　

幌
延
町
に
お
け
る
深
地
層
研
究
施
設
事
業
に

伴
い
、
隣
接
し
て
い
る
中
川
町
が
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
事
業
の
対
象
地
域
と
な
り
、
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
当
該
施
設
を
含
む
発
電
用

施
設
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
公
共
施
設
の
整
備

促
進
な
ど
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上

や
産
業
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
本
交
付
金
で
福
祉
対
策
措

置
と
し
て
中
川
町
幼
児
セ
ン
タ
ー
保
育
事
業
を

行
い
、
1
0
5
9
万
4
4
1
6
円
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
27
年
3
月
に
「
中
川
町
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
子
ど

も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
構
築
を
重
要
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。
働
き
な
が
ら
子
育
て
を
し
て

い
る
住
民
の
生
活
支
援
と
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
の
た
め
、
保
育
士
の
人
件
費
に
活
用
し
ま

し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
課
企
画
財
政
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
9

電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す

電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す



　

平
成
28
年
10
月
24
日
、
第
6

回
目
と
な
る
森
づ
く
り
講
演
会

が
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ち

ゃ
い
む
」
大
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

東
京
大
学
の
工
学
博
士
で
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
、
快
適
な
個
人
生
活
を
重
視

し
つ
つ
、
化
石
燃
料
や
核
燃
料

を
必
要
と
し
な
い
住
宅
建
築
な

ど
を
広
め
る
I
F
C
J
株
エ
コ

ラ
イ
フ
ラ
ボ
の
O
．
バ
ル
テ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
さ
ん
と
岡
山
県
西

粟
倉
村
で
薪
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る

温
泉
宿
泊
施
設
経
営
と
、
薪
の

製
造
販
売
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
な
ど
を
手
掛
け
る
村
楽
エ

ナ
ジ
ー
㈱
の
井
筒
耕
平
さ
ん
が

講
演
し
、
町
内
外
か
ら
約
70
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
前
号
に
掲
載
し
た

森
づ
く
り
講
演
会
の
後
編
と
し

て
以
下
に
井
筒
耕
平
さ
ん
の
講

演
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
今
を
生
き
る
的
経
営

　

井
筒
耕
平
氏
は
、
北
海
道
大

学
を
卒
業
後
、
名
古
屋
大
学
大

学
院
環
境
学
研
究
科
博
士
課
程

を
経
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
や
美
作
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
な
ど
を
経
て
、

現
在
は
西
粟
倉
村
で
村
楽
エ
ナ

ジ
ー
㈱
と
あ
わ
く
ら
温
泉
元
湯

を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

薪
ボ
イ
ラ
ー
で
あ
わ
く
ら
温

泉
元
湯
を
経
営
す
る
井
筒
氏
の

基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
遠
く
の
石
油
よ
り
、
近
く
の

木
を
使
う
」
こ
と
で
す
。

　

大
学
院
で
研
究
の
た
め
愛
知

県
豊
根
村
を
訪
れ
た
と
き
、
村

全
体
か
ら
毎
年
4
．
7
億
円
も

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
外
か
ら

購
入
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

地
方
創
生
を
推
進
し
た
い
市
町

村
に
置
き
換
え
て
み
る
と
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
（
例
え
ば
町
長

や
役
場
）
は
い
る
。
現
場
管
理

を
行
う
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
各
種

協
議
会
や
観
光
協
会
や
商
工
会

な
ど
）
も
い
る
。
実
際
に
働
い

て
い
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
い
る
。

し
か
し
、
専
門
的
な
知
識
や
技

術
を
持
っ
て
、
事
業
の
方
向
性

を
決
定
す
る
（
井
筒
氏
の
表
現

で
は
「
事
業
を
尖
ら
せ
る
」
）

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
不
在
で
あ
る

こ
と
が
多
く
、
そ
れ
が
理
由
で

地
方
創
生
が
停
滞
す
る
こ
と
が

多
い
と
分
析
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
は

こ
の
状
態
を
解
決
す
る
方
法
と

し
て
効
果
的
な
場
合
が
多
く
、

井
筒
氏
の
住
む
西
粟
倉
村
で
も

多
く
の
成
功
例
が
見
ら
れ
る
そ

う
で
す
。

◆
地
方
創
生
は
誰
の
も
の
？

　

中
川
町
が
作
成
し
た
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
に
よ

る
と
、
中
川
町
は
こ
の
ま
ま
い

く
と
2
0
6
0
年
に
は
人
口
5

0
0
人
の
町
に
な
っ
て
い
る
の

だ
そ
う
。
こ
れ
を
1
0
0
0
人

た
そ
う
で
す
。

　

豊
根
村
も
昔
は
薪
や
炭
を
都

市
に
販
売
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、

む
し
ろ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
重
要
な

外
貨
獲
得
の
手
段
で
し
た
。

　

毎
年
4
．
7
億
円
の
お
金
が

地
域
の
林
業
者
や
森
林
所
有
者

を
通
じ
て
、
地
元
の
商
店
や
飲

食
店
に
流
れ
て
い
く
と
し
た
ら
、

村
は
ど
う
変
わ
る
だ
ろ
う
か
？

　

こ
の
時
の
研
究
が
、
そ
の
後

の
井
筒
氏
の
生
き
方
を
左
右
し

た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
役
割
分
担

　

井
筒
氏
は
、
自
ら
の
会
社
経

営
を
大
き
く
4
つ
の
役
割
に
分

担
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

　

会
社
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
資
金

調
達
を
行
う
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

専
門
性
や
方
向
性
を
決
定
す
る

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
現
場
管
理
を

行
う
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
実
際
に

業
務
を
担
う
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で

す
。

　

こ
れ
ら
が
う
ま
く
機
能
し
て

い
る
と
事
業
は
う
ま
く
回
っ
て

い
く
そ
う
で
す
。

全
国
各
地
の
市
町
村
を
見
て
き

た
井
筒
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
を

で
収
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
向
こ

う
5
年
間
で
50
人
の
移
住
者
を

獲
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

西
粟
倉
村
で
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
な
ど
を
活
用
し
、
10

年
で
人
口
が
1
5
0
人
ほ
ど
増

加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
元
々
中
川

町
で
事
業
を
営
ん
で
き
た
人
、

移
住
者
を
分
け
隔
て
な
く
、

「
地
域
で
挑
戦
す
る
人
」
を
対

象
に
し
た
新
た
な
支
援
策
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
そ
う
で
す
。

◆
森
づ
く
り
講
演
会
を
終
え
て

　

今
回
の
森
づ
く
り
講
演
会
は
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

核
と
な
る
こ
と
が
ら
は
、
地

域
の
中
で
お
金
を
生
み
出
し
、

生
み
だ
し
た
お
金
は
外
に
出
さ

ず
、
あ
わ
よ
く
ば
外
貨
を
獲
得

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
講
演
を
参
考
に
新
た

な
枠
組
み
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

す
。

５ 広報なかがわ
2017（H29）. 1月号
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く
り
講
演
会
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催
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た

森
づ
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講
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開
催
し
ま
し
た



町の振興や発展のために東奔西走する地域おこし協力隊の
活動の様子を紹介します

中川町地域おこし協力隊活動記53

自
給
製
造
の
実
現
が
急
務
と
さ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
記
事
の
論
点

は
、
日
本
国
内
の
カ
ン
バ
の
資
源
量

で
は
、
保
続
的
な
原
料
調
達
が
困
難

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
方
法
に
よ
っ
て
は
、
1
本
の
木

か
ら
幾
度
か
に
わ
た
っ
て
樹
皮
を
採

取
で
き
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、

そ
の
こ
と
に
よ
り
自
給
製
造
が
可
能

と
な
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
も

の
で
し
た
。

　

本
当
に
1
本
の
木
か
ら
何
度
も
外

皮
が
採
取
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

も
し
、
本
当
に
そ
れ
が
可
能
な
の
だ

と
す
れ
ば
、
有
用
な
こ
の
カ
ン
バ
の

樹
皮
を
利
活
用
す
る
う
え
で
と
て
も

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

白
樺
樹
皮
の
可
能
性
を
ま
た
強
く

感
じ
る
出
来
事
で
し
た
。

参考資料 ： 神戸大学経済研究所
　　　　　新聞記事文庫皮革工業『1-013』

飼っている鳥に
かかると大変です

　

木
の
種
類
に
よ
っ
て
、
多
様
な
形

質
の
違
い
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

中
で
も
カ
ン
バ
の
樹
皮
の
不
思
議
さ

は
際
立
っ
て
い
る
と
私
は
感
じ
ま
す
。

油
分
が
多
く
、
白
く
て
、
シ
ー
ト

状
…
こ
れ
ら
の
特
性
た
ち
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
と
て
も
有
用
な
能
力
を

発
揮
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

焚
き
つ
け
と
し
て
、
ま
た
、
カ
ゴ

や
細
工
物
を
作
る
素
材
と
し
て
も
と

て
も
有
用
で
す
。
ま
た
、
カ
ン
バ
の

外
皮
か
ら
作
ら
れ
る
『
樺
油
』
と
い

う
も
の
は
、
防
虫
効
果
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
湿
潤
気
候
の
日
本
に
お
い
て

鞣
皮
を
保
存
す
る
の
に
と
て
も
有
用

で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
有
用
性
を
示
唆
す
る
新
聞
記

事
が
あ
り
ま
し
た
。
時
は
大
正
3
年
。

中
外
商
業
新
報
に
よ
る
と
、
当
時
有

事
の
時
に
備
え
保
管
さ
れ
て
い
た
軍

需
品
と
し
て
の
鞣
皮
が
、
自
国
で
生

産
さ
れ
て
い
た
保
革
剤
で
は
、
虫
害

が
多
く
、
輸
入
さ
れ
て
い
た
樺
油
の

な
め
し

『カンバ（三）』
斎 藤 綾 子
さい とう あや こ

み
の
感
染
力
を
得
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
監

視
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
に
も
か
か
ら
な
い
よ
う
に

す
る
に
は
野
鳥
や
大
量
死
し
た
鳥
や

フ
ン
に
近
づ
か
な
い
、
直
接
触
ら
な

い
事
で
す
。
ま
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
な
の
で
、
う
が
い
や
手
洗

い
は
大
変
有
効
で
す
。

　

卵
や
肉
か
ら
う
つ
っ
た
と
い
う
報

告
は
現
在
の
所
1
件
も
あ
り
ま
せ
ん

し
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
し

た
養
鶏
場
か
ら
は
肉
や
卵
は
出
荷
さ

れ
ま
せ
ん
。
安
全
だ
と
思
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。
た
だ
し
食
中
毒
の
観
点

か
ら
肉
は

普
段
で
も

加
熱
し
て

食
べ
る
べ

き
で
す
。

　

水
鳥
が
渡
る
中
川
町
で
も
見
つ
か

る
可
能
性
が
充
分
に
あ
り
ま
す
。
も

し
野
鳥
の
死
骸
を
見
つ
け
た
場
合

（
特
に
多
数
の
鳥
が
不
自
然
に
死
ん

で
い
た
場
合
な
ど
）、飼
っ
て
い
る
鳥

が
不
自
然
に
死
亡
し
た
場
合
な
ど
は

直
接
触
ら
ず
町
（
☎
7
・
2
8
1
6
）

ま
た
は
振
興
局
（
☎
0
1
6
6
・
4

6
・
5
9
2
2
）
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
　

が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て

　
　
　
　
　

い
ま
す
。
12
月
2
日
に

は
北
見
で
、
5
日
に
は
苫
小
牧
で
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
死
亡
し
た
鳥
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

問
題
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
高

病
原
性
で
、
重
い
症
状
に
な
る
場
合

が
あ
り
、
鳥
が
こ
れ
に
か
か
れ
ば
高

確
率
で
死
亡
し
ま
す
。

　

で
は
ヒ
ト
に
と
っ
て
は
危
険
な
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
鳥
に
か
か
り
ま
す
。
ヒ
ト
に

は
感
染
し
に
く
い
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

鳥
と
濃
厚
に
接
触
し
た
人
は
か
か
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
飛
沫
感
染

す
る
ヒ
ト
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

感
染
力
が
違
い
ま
す
。
そ
し
て
フ
ン

な
ど
か
ら
も
感
染
す
る
の
で
、
発
生

現
場
に
近
寄
る
な
ど
の
行
動
は
控
え

ま
し
ょ
う
。
ま
た
ヒ
ト
の
体
内
で
進

化
し
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
な

り
、
ふ
つ
う
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並

『怖い？鳥インフルエンザ』
服 部 一 雄
はっ とり かず お
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あ
る
日
、
役
場
に
届

い
た
荷
物
。
品
名
は
本
・
木
の
器
と

書
い
て
あ
る
。
送
り
主
は
旭
川
の
木

工
作
家
、
瀬
戸
晋
さ
ん
。
木
の
器
は

6
月
に
行
わ
れ
た
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
瀬
戸
さ
ん
の
元
へ

旅
に
出
た
ハ
ン
ノ
キ
の
ど
ん
こ
ろ
が

「
拭
き
漆
の
茶
托
」
と
し
て
凱
旋
帰

国
し
て
き
た
の
で
し
た
。

　

旭
川
の
工
房
で
日
々
、
木
と
向
き

合
い
な
が
ら
木
の
器
や
家
具
な
ど
を

製
作
さ
れ
て
い
る
瀬
戸
晋
さ
ん
が
、

今
回
の
ど
ん
こ
ろ
の
ご
主
人
で
す
。

瀬
戸
さ
ん
は
大
阪
生
ま
れ
、
大
学
で

北
海
道
へ
。
そ
の
後
、
旭
川
高
等
技

術
専
門
学
院
を
卒
業
し
て
一
人
で
木

工
房
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
も
の
づ
く
り
が

好
き
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
家
具
や

器
を
作
る
か
た
わ
ら
、
ご
友
人
の
現

代
美
術
家
の
方
と
の
お
仕
事
を
通
し

て
木
工
作
家
の
枠
を
超
え
た
経
験
を

い
く
つ
も
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

「
難
し
い
こ
と
も
ま
ず
は
や
っ
て
み

る
。
そ
れ
が
今
に
繋
が
っ
て
い
る
」

言
葉
ひ
と
つ
ひ
と
つ
か
ら
経
験
の
深

さ
を
感
じ
ま
す
。

　

瀬
戸
さ
ん
の
器
を
初
め
て
見
た
と

き
「
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
」
と
感
動

し
た
こ
と
を
憶
え
て
い
ま
す
。
特
徴

あ
る
拭
き
漆
の
飴
色
は
、
生
漆
と
呼

ば
れ
る
透
け
た
漆
を
塗
っ
て
は
拭
き

取
る
工
程
を
繰
り
返
し
、
そ
の
独
特

な
艶
と
木
目
が
見
え
る
仕
上
が
り
が

特
徴
で
す
。
そ
の
宝
石
の
よ
う
な
器

は
手
に
取
る
と
独
特
な
丸
み
が
手
の

ひ
ら
に
フ
ィ
ッ
ト
し
て
、
毎
日
の
食

卓
で
特
別
感
と
安
心
感
を
同
時
に
得

ら
れ
る
そ
ん
な
器
で
す
。
今
回
凱
旋

帰
国
し
た
ハ
ン
ノ
キ
の
茶
托
も
元
々

は
軽
い
木
の
は
ず
が
瀬
戸
さ
ん
の
手

に
か
か
る
と
シ
ッ
ク
で
重
厚
感
の
あ

る
作
品
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
作
品
は
、
料
理
家
の
栗

原
は
る
み
さ
ん
が
お
願
い
し
て
瀬
戸

さ
ん
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
一
点
と
の

こ
と
。
限
定

品
で
す
が
多

く
の
人
に
幸

せ
を
運
ん
で

く
れ
る
と
思

い
ま
す
。

定
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
中
川

で
経
験
し
た
こ
と
も
多
い
、
焚
き
火

で
の
焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ
の
ア
イ
デ
ア

を
も
と
に
、
焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ
入
り

コ
コ
ア
を
今
月
は
リ
リ
ー
ス
し
ま
し

た
。
マ
シ
ュ
マ
ロ
の
甘
さ
と
有
機
カ

カ
オ
が
絶
妙
に
マ
ッ
チ
し
た
仕
上
が

り
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
の
予

想
を
反
し
て
の
売
れ
行
き
で
驚
き
で

し
た
。
ま
た
美
味
し
い
と
言
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
多
く
、
み
な
さ
ん
の

笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。
こ
れ
ぞ
カ

フ
ェ
の
醍
醐
味
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
将
来
的
に
、
町
内

の
酪
農
家
の
方
の
牛
乳
を
使
え
る
よ

う
に
な
れ
ば
理
想
の
ロ
ー
カ
ル
メ
ニ

ュ
ー
に
な
り
ま
す
！

　

そ
し
て
夢
創
窯
の
石
井
雅
子
さ
ん

の
マ
グ
が
本
当
に
よ
く
合
い
ま
す
。

　

otocafe

で
使
用
し
て
い
る
マ
グ
は

す
べ
て
石
井
さ
ん
の
陶
器
で
す
。
中

川
ら
し
さ
が
と
て
も
良
く
出
て
い
て

い
い
感
じ
で
す
。
昔
制
作
の
も
の
か

ら
最
近
の
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
の
で
、

是
非otocafe

で
使
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

地
元
で
考
え
、
新
し
く
価
値
を
生

み
出
し
た
も
の
を
通
し
て
、
日
々
の

暮
ら
し
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
と
と

て
も
楽
し
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　

食
と
観
光
・
情
報
発

　
　
　
　

信
担
当
そ
し
て
毎
月
の

　
　
　
　

月
末
に
天
塩
中
川
駅
で

　
　
　
　
「otocafe

」
を
開
催
し
て

　
　
　
　

い
ま
す
。
11
月
は
、
2
ヶ

　
　
　
　

月
ぶ
り
に
7
日
間
営
業
し

たotocafe

に
つ
い
て
で
す
。
11
月
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
雪
が
毎
日
降
り
積

も
っ
た
中
川
町
で
す
が
、otocafe

期

間
中
は
、
先
月
の
広
報
で
冬
の
カ
フ

ェ
を
早
く
や
り
た
い
と
言
っ
た
せ
い

か
、
毎
日
吹
雪
や
悪
天
候
の
中
の
開

催
に
な
り
ま
し
た
（
笑
）
そ
ん
な
中
、

た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
る
お
客
様
が

い
る
事
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
町
内

は
も
ち
ろ
ん
、
雪
の
中
、
富
良
野
か

ら
は
る
ば
る
来
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

毎
月
短
い
営
業
期
間
な
の
で
、
工

夫
を
凝
ら
し
て
と
思
い
、
メ
ニ
ュ
ー

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
冬
限

『norari～自然豊かに丁寧な暮らしを vol.14』
尾 藤 剛 弘
お とう たけ ひろ

問い合わせ先　産業振興課産業振興室　☎7－2816

田 代 絵 美
た しろ え み
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愛犬さんぺい（♀）と瀬戸さん工房にて愛犬さんぺい（♀）と瀬戸さん工房にて

『どんころ物語（三）』



のの
新着図書新着図書新着図書

ちゃいむ図書室ちゃいむ図書室

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
・
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
・
2
8
5
0
）
へ

　

お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕　

今
月
の
お
題
「
あ
め
か
ん
む
り
」
ま
た
は
宗
谷
線
の
旅

襟
を
立
て
降
り
立
つ
北
の
停
車
場
は
潮
の
に
お
い
と
ゴ
メ
の
声
だ
け　
　
　
　
　
　
　
　

川
口　

精
雄

雨
だ
れ
を
ラ
ラ
バ
イ
に
甘
き
昼
の
ゆ
め
霰
た
走
る
音
に
破
ら
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

背
の
荷
を
力
ま
ず
進
む
下
り
坂
見
え
る
世
間
が
楽
し
く
ゆ
た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
野　

孝
信

贅
沢
な
旅
は
お
や
つ
と
四
方
山
話　

牧
に
残
れ
る
草
玉
な
が
め
つ
つ　
　
　
　
　
　
　
　

原　
　

正
久

雪
雲
の
切
れ
目
に
見
え
し
霜
月
の
空
の
碧
さ
に
し
ば
し
佇
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

白
鳥
が
南
へ
渡
り
そ
う
な
空
時
お
り
ふ
わ
り
雪
の
降
り
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

雲
と
散
り
霧
と
消
え
た
る
夢
い
く
つ
そ
れ
で
も
空
は
果
て
な
く
広
い　
　
　
　
　
　
　
　

雲
散
霧
消

轍
を
避
け
つ
つ
辿
る
雪
の
道　

先
は
し
ら
じ
ら
霧
に
消
え
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
里
霧
中

〔
俳　

句
〕

雄
鹿
の
寂
し
き
姿
雪
原
野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

霜
月
の
大
雪
悔
し
北
の
街　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

秋
色
を
沈
め
て
暗
き
霙
降
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

只
野
人

雪
止
ん
で
夕
闇
切
り
裂
く
鹿
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

只
野
人

短
日
の
手
仕
事
ど
れ
も
未
完
成　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

除
雪
車
の
音
に
目
覚
め
る
一
と
日
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

ト
レ
ッ
ド

み
ぞ
れ

あ
ら
れ

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸
榎本博明  著

寺本　純  著

上田淳子  著

田中淳夫  著

にしのあきひろ  著

小屋一雄  著

川村元気  著

窪　美澄  著

朱川湊人  著

東野圭吾  著

真保裕一  著

久坂部羊  著

なかやみわ  著

いわいとしお  著

スィートファクトリー  文

村松美映子  監修

J.K.ローリング  著

広報なかがわ
2017（H29）. 1月号

ほめると子どもはダメになる

頭痛をスッキリ治す本

るすめしレシピ

森は怪しいワンダーランド

えんとつ町のプペル

シニアの品格

四月になれば彼女は

すみなれたからだで

幸せのプチ

恋のゴンドラ

脇坂副署長の長い一日

老　乱

どんぐりむらのだいくさん

ゆびさきちゃんのだいぼうけん　

植物世界のサバイバル

頭のいい子が育つ英語の歌45選

ハリー・ポッターと呪いの子

8



9 広報なかがわ
2017（H29）. 1月号

ま
す
（
1
日
生
ま
れ
の
方
は
影
響

が
な
い
た
め
対
象
外
で
す
）。

75
歳
以
上
の
方
と
65
歳
〜
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
が
対
象

※「
外
来（
個
人
ご
と
）」
や
「
現
役

　

並
み
所
得
者
」「
区
分
Ⅰ
」「
区

　

分
Ⅱ
」
の
所
得
区
分
の
方
も
同

　

様
に
半
額
に
な
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加
害

者
）
の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
や
病

気
を
し
た
と
き
、
本
来
、
医
療
費

は
加
害
者
が
全
額
負
担
す
る
の
が

原
則
で
す
が
、
損
害
賠
償
の
都
合

な
ど
に
よ
り
保
険
証
を
使
っ
て
治

療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

か
か
っ
た
医
療
費
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
一
時
的
に
立
て

替
え
て
、
後
で
加
害
者
に
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
住
民
課
住
民

サ
ー
ビ
ス
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合☎
0
1
1
・
2
9
0
・
5
6
0
1

住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
4

　

1
ヶ
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
の

自
己
負
担
額
が
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
と
き
、
超
え
た
額
が
高

額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
、
北
海
道
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
「
高

額
療
養
費
支
給
申
請
書
」
が
届
き

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
の
う
え
、
役
場
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
）
。

　

こ
の
申
請
書
は
一
度
提
出
す
る

と
、
そ
の
後
は
自
動
的
に
指
定
の

口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
、
入
院
の
際
に
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
必
要
で
す
。

【
所
得
区
分
】

①
現
役
並
み
所
得
者
…
同
一
世
帯

　

に
課
税
所
得
が
1
4
5
万
円
以

　

上
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

　

医
療
を
受
け
る
方
が
い
る
方

②
区
分
Ⅱ
…
世
帯
員
全
員
が
住
民

　

税
非
課
税
の
方
（
区
分
Ⅰ
以
外

　

の
方
）

③
区
分
Ⅰ
…
世
帯
員
全
員
が
住
民

　

税
非
課
税
で
、
各
種
所
得
か
ら

　

必
要
経
費
・
控
除
（
年
金
の
所

　

得
は
控
除
額
を
80
万
円
と
し
て

　

計
算
）
を
差
し
引
い
た
所
得
が

　

0
円
と
な
る
世
帯
に
属
す
る
方

④
一
般
…
①
〜
③
以
外
の
方

　

月
の
途
中
で
75
歳
に
な
っ
て
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
り
、
そ

の
月
に
高
額
な
医
療
費
が
か
か
っ

た
と
き
は
、
下
図
の
よ
う
に
誕
生

日
前
後
の
医
療
保
険
制
度
で
自
己

負
担
限
度
額
が
半
額
ず
つ
に
な
り

7
歳
以
上
の
方
と
6
歳

7
歳
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
が
対
象

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が

高
額
に
な
っ
た
と
き

高
額
療
養
費
を
支
給
し
ま
す

高額療養費の自己負担限度額（月額）

※医療費が267,000円を
　超えたときは、超えた
　分の１％が加算されま
　す。
　また、過去12か月の間
　に、外来＋入院の支給
　を４回以上受けた場合、
　４回目以降の限度額は、
　44,400円です。

所得区分

現役並み所得者

一　　般

住民税
非課税
世　帯

区分Ⅱ

区分Ⅰ

外来（個人ごと）

44,400円

12,000円

8,000円

44,400円

24,600円

15,000円

80,100円＋1％※

外来＋入院（世帯ごと）

75
歳
に
な
る
月
の
限
度
額

が
調
整
さ
れ
ま
す

交
通
事
故
な
ど
に

あ
っ
た
と
き

9 月
自己負担限度額
44,400円

国 民 健 康 保 険
被　用　者　保　険

後期高齢者医療制度

自己負担限度額が半額になる例（入院で医療費が高額になった例）

合　　計 9月 44,400円 10月 44,400円 11月 44,400円

自己負担限度額
22,200円

自己負担限度額
22,200円

自己負担限度額
44,400円

10 月 11 月75歳の誕生日



保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

【
今
月
の
テ
ー
マ
】

　　
　
　
お
酒
と
健
康
〜
自
分
の
ア
ル
コ
ー
ル
体
質
を
知
ろ
う

ア
ル
コ
ー
ル
と
体
質

　

お
酒
に
強
い
人
、
弱
い
人
、

全
く
飲
め
な
い
人
、
赤
く
な
る

人
、
少
し
も
赤
く
な
ら
な
い
人
、

様
々
な
人
が
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
体
質
の
差
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る
酵
素

の
、
遺
伝
タ
イ
プ
の
違
い
に
よ

る
も
の
で
、
生
ま
れ
た
時
か
ら

死
ぬ
ま
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に

　
　
　
　
　

分
解
さ
れ
る
の
か

　
　
　
　
　
　

（
表
1
参
照
）

　

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
と
、
胃

や
小
腸
で
吸
収
さ
れ
て
、
肝
臓

に
運
ば
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
お
も
に
❶
「
ア
ル

コ
ー
ル
脱
水
素
酵
素
」
な
ど
の

働
き
に
よ
り
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ

ヒ
ド
に
分
解
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
こ
の
ア
セ
ト
ア
ル
デ

ヒ
ド
は
主
に
❷
「
ア
ル
デ
ヒ
ド

脱
水
素
酵
素
」
に
よ
っ
て
酢
酸

に
代
わ
り
、
そ
の
後
、
水
と
炭

酸
ガ
ス
に
分
解
さ
れ
て
体
外
に

排
出
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
❶
と
❷
の
二
つ
の
酵

素
の
働
き
に
よ
っ
て
、
下
記
の

よ
う
に
、
体
質
が
決
ま
り
ま
す
。

　

自
分
の
体
質
を
理
解
し
て
、

お
酒
と
の
付
き
合
い
方
に
活
か

し
て
く
だ
さ
い
。

表1　アルコールの分解（代謝経路）

お酒は練習すると強くなる？
　お酒が苦手でも、何度も飲んでいるうちに量を飲めるようになる人がいますが、お酒に強くなったわ
けではなく、脳がアルコールに慣れて鈍感になり、不快症状が出づらくなっただけです。お酒に強くな
ったわけではないので、飲みすぎ注意です。

A
翌日にお酒が残りやすく、
アルコール依存症になりや
すい

B
お酒好きになりやすい

D
お酒に弱くすぐ顔が赤くな
る

E
お酒が全く飲めない

C
お酒が弱いのに顔にでにく
く、飲みすぎるとがんのリ
スクが高い

お酒を飲んでも赤くならず、大酒のみになりやすい。飲みすぎると
翌朝までアルコールが残るので、早朝の運転などに注意。もっとも
アルコール依存症になりやすい。

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

「
悪
酔
い
の
原
因
物
質
」
と
言
わ

れ
、
ま
た
、
喉
頭
が
ん
や
食
道
が

ん
の
原
因
と
な
る
物
質
で
す
。

◆
ア
ル
コ
ー
ル

　
　

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

↑
❷
ア
ル
デ
ヒ
ド

　
　

脱
水
素
酵
素

↑
❶
ア
ル
コ
ー
ル

　
　

脱
水
素
酵
素
等

胃
と
小
腸
で
吸
収

■
酢
酸

●
水
・
二
酸
化
炭
素

広報なかがわ
2017（H29）. 1月号 10

表2　アルコールの体質と特徴

アルコールの体質タイプ 体　質　の　特　徴

アルコール分解 アルデヒド分解 酢酸⇒ 遅 ⇒ ⇒ 早 ⇒

アルコールの分解もアセトアルデヒドの分解も遅く、顔の赤みが少
なく飲酒量が多くなりがち。アセトアルデヒドが長い間体内に残る
ので、上部消化管のがんのリスクが最も高い。

アルコール分解 アルデヒド分解 酢酸⇒ 遅 ⇒ ⇒ 早 ⇒

アセトアルデヒドがたまり、すぐ顔が赤くなり不快な反応がでる。
脳がアルコールに慣れると飲めるようになるが、たくさん飲むと上
部消化管のがんのリスクが高くなる。

お酒を飲んでも分解が早いので、赤くなるなどの不快な反応が出に
くい。そのため酒量が増えがちで、アルコール依存症になりやすい。

アルコール分解 アルデヒド分解 酢酸⇒ 早 ⇒ ⇒ 遅 ⇒

アルコール分解 アルデヒド分解 酢酸⇒ 早 ⇒ ⇒ 早 ⇒

アセトアルデヒドが分解できないため、不快反応が最も強く出る。
少量でも急性アルコール中毒の危険性が高い。

アルコール分解 アルデヒド分解 酢酸⇒ 早・遅 ⇒ ⇒ × ⇒



食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

　

1
月
は
、
年
末
の
忘
年
会
シ
ー

ズ
ン
に
ひ
き
続
き
お
酒
を
飲
む
機

会
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

　

飲
酒
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
健

康
を
守
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
の
が
肝
臓
で
す
。

　

健
康
的
で
楽
し
く
お
酒
や
食
事

を
味
わ
っ
て
い
く
に
は
、
元
気
な

肝
臓
を
保
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
代
謝
能
力
は
、

個
人
で
違
い
、
肝
臓
に
か
か
る
負

担
に
も
差
が
あ
り
ま
す
。

　

二
日
酔
い
に
な
る
機
会
が
多
く
、

健
康
診
断
で
肝
臓
関
連
の
数
値
が

高
い
方
は
、
飲
み
過
ぎ
に
よ
っ
て

肝
臓
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
状

態
で
す
。

　

下
記
を
参
考
に
、
自
分
の
適
量

を
確
認
し
、
体
に
合
っ
た
飲
み
方

を
確
認
し
て
実
践
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　

お
酒
を
飲
ん
だ
翌
日
に
、
不
快

な
二
日
酔
い
の
症
状
（
胃
痛
・
頭

痛
・
吐
き
気
な
ど
）
が
出
て
き
た

と
き
は
、
明
ら
か
に
自
身
の
肝
臓

が
処
理
で
き
る
適
量
を
超
え
た
飲

酒
を
し
た
証
拠
で
す
。

　

さ
ら
に
、
二
日
酔
い
の
症
状
は
、

お
酒
の
飲
み
過
ぎ
か
ら
く
る
臓
器

の
悲
鳴
で
あ
り
、
そ
れ
が
連
日
に

な
る
と
、
胃
腸
や
肝
臓
を
傷
つ
け

続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

空
腹
の
時
に
お
酒
を
飲
む
と
、

胃
の
中
に
食
べ
物
が
何
も
無
い
た

め
に
ア
ル
コ
ー
ル
の
吸
収
が
早
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
食
事
と
一

緒
に
お
酒
を
飲
む
こ
と
で
、
胃
の

中
の
食
べ
物
が
粘
膜
の
上
に
層
を

作
り
、
胃
を
荒
ら
す
こ
と
が
少
な

く
な
り
、
さ
ら
に
ア
ル
コ
ー
ル
の

吸
収
を
遅
ら
せ
ま
す
。（
図
①
参
照
）

　

お
つ
ま
み
を
選
ぶ
時
は
、
消
化

す
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、
胃
腸

に
長
い
時
間
た
ま
る
左
の
よ
う
な

た
ん
ぱ
く
質
や
脂
質
が
含
ま
れ
る

食
品
が
お
す
す
め
で
す
。

　

ウ
イ
ス
キ
ー
や
焼
酎
、
日
本
酒
、

ワ
イ
ン
な
ど
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数

の
高
い
お
酒
は
胃
腸
へ
の
刺
激
が

強
い
う
え
に
、
血
中
ア
ル
コ
ー
ル

濃
度
が
早
く
上
昇
す
る
の
で
、
酔

い
が
ま
わ
り
や
す
く
、
肝
臓
へ
の

負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

度
数
の
高
い
お
酒
を
飲
ん
だ
時

に
は
、
追
い
か
け
て
水
や
ノ
ン
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
を
飲
み
胃
の
中
で

薄
め
る
こ
と
で
、
胃
腸
へ
の
刺
激

や
肝
臓
の
負
担
を
和
ら
げ
る
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
、
利

尿
作
用
が
あ
る
た
め
、
体
内
の
水

分
が
失
わ
れ
て
血
中
濃
度
が
高
く

な
り
酔
い
が
回
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
飲
み
会

な
ど
で
は
、
飲
酒
の
間
に
意
識
し

て
水
な
ど
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

　

肝
臓
で
は
、
適
量
と
さ
れ
る
純

ア
ル
コ
ー
ル
量
20
グ
ラ
ム
以
内
で

は
、
約
3
〜
4
時
間
で
分
解
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
多
量
飲
酒
で
は
、

分
解
さ
れ
る
ま
で
約
9
〜
12
時
間

も
か
か
る
こ
と
に
な
り
、
前
日
の

•チーズ
•卵焼き
•豆腐
•納豆

表① アルコール飲料の適量と多量飲酒量の目安（g）

※純アルコール量

アルコールの吸収を
おだやかにする
おつまみ

•枝豆
•ナッツ類
•焼き鳥
•刺身

飲
ん
だ
時
間
に
よ
っ
て
は
、
お
酒

が
朝
ま
で
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
肝
臓
に
と
っ
て
も
、
睡

眠
中
も
処
理
の
為
に
働
き
続
け
る

こ
と
に
な
り
、
休
む
時
間
が
無
く

大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

自
身
の
適
量
や
飲
む
時
間
も
考

え
、
上
手
に
つ
き
合
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。　
　
　

（
表
①
参
照
）

二
日
酔
い
は

　
　

肝
臓
の
注
意
サ
イ
ン
！

胃
の
中
に
た
ま
る
も
の
を

　
　
　
　
　
　

先
に
食
べ
る

水
を
積
極
的
に
飲
む

自
分
の
適
量
を
把
握
し

　
　
　

そ
れ
を
守
っ
て
い
く

肝
臓
を
守
る

　
　
　

お
酒
の
飲
み
方
に
つ
い
て
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種　　類
ビール（5%）
酎ハイ（5%）
酎ハイ（8%）
ハイボール（8%）
焼酎（20%）
日本酒
ワイン

ウイスキー（40%）

350㎖
350㎖
350㎖
350㎖

1缶と1／2缶
1缶と1／2缶
1缶
1缶
100㎖

1合（180㎖）
180㎖

ダブル1杯（60㎖）

4缶以上
4缶以上
3缶
3缶
300㎖
3合
540㎖
ダブル3杯

規　格 適量（20g※） 多量飲酒量（80g※）



問い合わせ先　住民課幸福推進室　☎7－2813
しあわせ

　全国の民生委員・児童委員の一斉改選により、12月1日付けで次の方々に厚生労働大臣から委
嘱状が交付されました。
　民生委員・児童委員は、地域福祉の増進を図るため、地域に密着して生活に困っている方や高
齢者、障がい者の方をはじめ、生活上のさまざまな悩みを持つ方の相談、支援を行っています。
　どうぞお気軽にご相談ください。

【民生委員・児童委員、主任児童委員とは…】
　「民生委員・児童委員」は、地域住民の最も身近な地域で社会奉仕の精神をもって、生活に困
っている人、児童、障がい者（児）、高齢者、ひとり親世帯など援護を必要とする方々の相談、
助言にあたる地域の奉仕者です。
　また、「主任児童委員」は、地域において児童福祉に関する事項を専門的に担当し、児童関係
機関との連絡、調整、地域を担当する民生委員・児童委員と一体となって児童福祉の推進に当た
ります。
　中川町では9名の「民生委員・児童委員」及び2名の「主任児童委員」がおります。

【民生委員・児童委員の職務は…】
・あなたのまちの相談相手
　　民生委員・児童委員は地域のみなさまの相談相手です。子育てに関すること、高齢者の介護
　に関すること、健康・医療に関することなど、生活の中で気になっていることがございました
　ら、それぞれの地区担当にお気軽にご相談ください。
・福祉サービスの紹介
　　地域のみなさまの心配ごとなどを解決するために、専門機関や福祉サービスなどをご紹介し
　ます。また、みなさまと行政等とのパイプ役や調整役を務めます。
・秘密は守られます
　　民生委員・児童委員には守秘義務があります。地域のみなさまから受けた相談内容の秘密は
　厳守するとともに、個人情報やプライバシーの保護に配慮した支援活動を行います。

【民生委員・児童委員の担当地区は…】
　あなたの地域を担当
している民生委員・児
童委員は別添のとおり
です。

氏　　名
遠　藤　みつえ　さん
遠　藤　寿　恵　さん
河　瀨　和　代　さん
松　岡　カヨ子　さん
一　戸　孟　男　さん
安　西　克　　　さん
椿　本　清　勝　さん
大　西　かおる　さん
鳴　海　美意子　さん
川　村　　　隆　さん
長　村　浩　美　さん

担　当　区

－
－

中央一区（上）
　　〃　　（下）
中央二区
中央三区
中央四区
中央五区
国府・歌内
大富・誉
共和・安川・佐久・豊里

電話番号
☎7－3168
☎7－2970
☎7－2537
☎7－2983
☎7－3161
☎7－2482
☎7－2726
☎7－2289
☎8－5053
☎7－2551
☎7－2554

委　員　名

民生委員・児童委員の一斉改選について民生委員・児童委員の一斉改選について

民生委員
・

児童委員

主任児童委員

広報なかがわ
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中川町民生委員児童委員　◆任期　平成28年12月1日から平成31年11月30日
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問い合わせ先▶
　旭川地方気象台　☎0166－32－7102
　　ホームページアドレス
　　　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/

「楽しい雪とあばれる雪」～暴風雪は危険がいっぱい～「楽しい雪とあばれる雪」～暴風雪は危険がいっぱい～気象台一口メモ
　北海道は１年の四季がはっきりしていて、冬には雪が降り積もります。私たちは雪が降ることでスキーなど、
楽しく遊ぶことができますが、激しい風と一緒に降ってくる雪は時々大変な悪さをすることがあります。
　平成25年3月2日には全道的に暴風雪となり、吹きだまりや局地的な大雪により9名の方が亡くなる痛ましい
災害が発生しました。
　このような災害をもたらす暴風雪は「強い冬型の気圧配置」と「発達した低気圧」のときに発生しやすくな
っています。特に「発達した低気圧」の前兆として、前日に気温が高く暖かいことが多くなります。これから
の季節は、気温が高く天気の良い日は、大荒れの前触れかも知れませんので、気象情報で天気を確認するよう
心がけましょう。

　暴風雪の被害としては、
　　●吹き溜まり　　　　●暴風や視界不良による歩行困難
　　●暴風による飛散物　●停電
　などが考えられますので、目的にあった備えをしておきましょう。

　暴風雪の遭遇してしまうと、
　　★ホワイトアウトにより方向感覚がなくなり、自分の場所が分からなくなる
　　★車が動かなくなる
　　★むやみに移動すると更に危険となる場合がある
　ので、助けを求めても救助が困難な場合が多くなりますから、その場で自分自身の身を守ることになります。
　一番の方策は外出を控えることですが、暴風雪に遭
遇した場合はその場にとどまってやり過ごす、むやみ
に動かずに天候が回復するまで待つことも方策のひと
つです。最新の気象情報を入手して、暴れる雪から身
を守ってください。

11月の入札・契約結果についてお知らせします

森林環境保全
直接支援事業　
平成28年度
町有林保育間伐工事

工事・業務名
入　札　結　果

第1回
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間

入札・見積り合わせ
参加業者

（※落札業者）

町有林保育間伐15.25ha

町有林間伐11.40ha

町有林間伐29.84ha

超音波診断装置購入

2,797,200

6,102,000

11,772,000

4,428,000

3,218,400

6,145,200

11,826,000

4,482,000

予定価格（円）

森林整備加速化・
林業再生総合対策事業　
平成28年度　
町有林TPP間伐（志見山）工事

平成28年度 中川町立診療所
超音波診断装置購入

森林整備加速化・
林業再生総合対策事業　
平成28年度　
町有林TPP間伐（天見）工事

2,590,000
2,590,000
2,590,000
2,590,000
5,650,000
5,690,000
辞退　　
辞退　　

10,900,000
10,950,000
辞退　　
辞退　　
4,100,000

第2回
※上川北部森林組合　中川支所
天塩川工業㈱
遠藤工業㈲

中川町森林協同組合
※遠藤工業㈲

上川北部森林組合　中川支所
中川町森林協同組合
天塩川工業㈱
※遠藤工業㈲

上川北部森林組合　中川支所
中川町森林協同組合
天塩川工業㈱

※㈱竹山　道北支店

86.9％

99.3％

99.5％

98.8％

着工　平成28年11月3日

竣工　平成28年11月25日

着工　平成28年11月8日

竣工　平成29年1月22日

着工　平成28年11月8日

竣工　平成29年1月22日

納期限
　　　平成28年12月30日

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819

　11月13日（日）に開催された世田谷246ハーフマラソンに、世田谷区からの招待を受け2名のランナーが参加しま
した。
　21.0975kmのハーフマラソンに大荷伸介さん、5㎞の健康マラソンに村井歩さんが参加、お二人とも、中川町の
積雪と闘いながら練習に取り組んだ成果を発揮され、いつもと違う都会の風景を楽しみ、沿道の温かい声援にも支
えられて見事に完走されました。
　ハーフマラソン終了後には、世田谷区と交流している全国の10自治体、国際
交流をしているオーストラリア・バンバリー市と交流する場が設けられました。
　交流自治体の中では、最北端で最も小さなマチ中川町のサテライトスペース
が下高井戸商店街に誕生したことを報告し、遊びに来て頂けるよう参加自治体
の皆さんと楽しいひとときを過ごすことが出来ました。
　来年も世田谷246ハーフマラソンは開催されます。
　次の交流ランナーはあなたかも！？

東京都世田谷区と中川町の地域間交流事業
第11回 世田谷246ハーフマラソン



　

に
ん
じ
ん
・
た
ま
ね
ぎ
・
ほ

う
れ
ん
そ
う
・
ピ
ー
マ
ン
・
き

の
こ
等
々
、
子
ど
も
が
苦
手
と

す
る
食
材
が
入
っ
て
い
た
り
、

調
理
さ
れ
た
も
の
の
見
た
目
で
、

食
べ
る
こ
と
を
敬
遠
す
る
こ
と

が
、
子
ど
も
に
は
よ
く
あ
り
ま

す
。

　

好
き
嫌
い
を
す
る
こ
と
は
良

く
な
い
こ
と
、
好
き
嫌
い
を
な

く
そ
う
と
の
思
い
で
、
「
嫌
い

な
も
の
で
も
、
味
に
慣
れ
さ
せ

る
た
め
に
一
口
だ
け
で
も
」
と
、

食
べ
さ
せ
よ
う
と
し
が
ち
で
す
。

　

で
も
、
嫌
い
な
も
の
を
無
理

に
食
べ
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、
大

人
だ
っ
て
イ
ヤ
な
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
食
べ
ら
れ
な
い
理
由

が
あ
り
、
そ
れ
は
一
人
ひ
と
り

違
っ
て
い
ま
す
。

　

「
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
大
人
の
思
い
は
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
伝
わ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
ず
、
「
食
べ
ら
れ
な
い
」

「
こ
れ
嫌
い
」
と
言
っ
た
り
、

苦
手
な
も
の
を
減
ら
し
て
欲
し

〝
食
の
好
き
嫌
い
〞
い
と
言
え
る
、
自
分
の
思
い
を

表
現
で
き
る
食
事
環
境
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
「
食
べ
ら
れ
な
い
」

「
こ
れ
嫌
い
」
と
訴
え
る
子
ど

も
の
思
い
を
受
け
と
め
、
子
ど

も
の
思
い
に
応
答
す
る
大
人
の

気
持
ち
が
大
切
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
食
に
耳
と
目

を
傾
け
、
心
を
傾
け
、
見
守
る
。

「
食
べ
て
み
よ
う
か
な
」
と
子

ど
も
が
心
を
動
か
し
、
自
分
で

「
食
べ
る
」
こ
と
を
決
め
る
ま

で
、
大
人
は
待
ち
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
は
苦
手
な
も
の
が
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、

と
っ
て
も
嬉
し
い
表
情
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。
そ
の
顔
が
見
ら

れ
る
日
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら

待
ち
ま
し
ょ
う
。

　

た
く
さ
ん
の
大
人
の
見
守
り

で
、
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
支

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

問い合わせ先　子育て支援センター　☎7－2118
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遠藤勝幸さん（77歳）西藤利秋さん（77歳） 長野久子さん（77歳）

喜寿
おめでとう
ございます

ご長寿さんまちのご長寿さんまちのご長寿さんまちの

こんにちはこんにちはこんにちは赤ちゃん赤ちゃん赤ちゃん

お父さん  英明 さん
お母さん  望美 さん

今野晴翔くん
はる と

お父さん  　満　 さん
お母さん  美紀 さん

植本陸斗くん
りく と

お父さん  裕國 さん
お母さん  由樹 さん

石井朝陽くん
あさ ひ

お父さん  佑太 さん
お母さん  理沙 さん

嶋名太音くん
たい と



火災・救急出動件数

火災出動　１件
救急出動　48件

平成28年11月30日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

新
春
を
告
げ
る
中
川
消
防
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
ま
で
中
川
消
防
前
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成
29
年
消
防
出
初

式
は
中
川
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
て
行
わ
れ
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
お
間

違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

　

ま
た
、
恒
例
に
な
り
ま
し
た
中
川
消
防
団
に
よ
る
獅
子
舞
が
、
町
民
の
皆
様
の
無

病
息
災
を
祈
願
し
、
中
川
市
街
を
練
り
歩
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

火
災
な
く
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
寝
タ
バ
コ
は
し
な
い

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
は
置
か
な
い

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
と
き
は
火
を
消
し
た
の
を
確
認
す
る

　

中
川
消
防
団
で
は
消
防
団
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
消
防
団

に
興
味
の
あ
る
方
は
中
川
消
防
支
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
消
防
団
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
」

出　

初　

式　

平
成
29
年
1
月
6
日（
金
）

獅
子
舞
披
露　

9
時
か
ら
中
川
市
街

年
末
年
始
の
防
火
対
策
！

年
末
年
始
の
防
火
対
策
！

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
1
1
9
番
ま
で

中
川
消
防
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す

中
川
消
防
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す

11月7日●農業委員会総会
11月24日●議会運営委員会
　　　　●議会全員協議会
　　　　●議会第4回臨時会
　　　　●議会経済常任委員会
11月28日●農業委員会総会
12月1日●民生委員協議会臨時総会・定例会
12月2日●選挙管理委員会

議
会
・

各
種
委
員
会
の

開
催
状
況
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あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
付

•
妻
（
東
和
子
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　

古
田　

義
美　

様

•
妻
（
靜
子
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　

綱
島　

利
幸　

様

社
会
福
祉
推
進
の
為
に

　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　

勝
幸　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

匿
名
1
名　

様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
だ
ま
り
に
寄
贈

　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方
よ

り
「
志
」

　
　

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
ぽ
ん
ぴ
ら　

様　
　

　

ナ
ナ
カ
マ
ド
林
業
グ
ル
ー
プ　

様

　
　
　
　
　
　

商
工
会
女
性
部　

様

　
　
　
　
　

誉
一
老
人
ク
ラ
ブ　

様

　
　
　
　
　
　
　
　

匿
名
4
名　

様

中　

川　

古
田
東
和
子 

様（
73
歳
）

大　

富　

綱
島
靜
子 

様（
67
歳
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す



　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
・
法
定
免
除
）
・
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
よ
り
も
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取
り
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

　
　
　
　
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
！

　

時
効
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
9

月
ま
で
の
3
年
間
に
限
り
、
過
去
5
年
分
ま
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年
金
額
が
増
え
た
り
、
納
付
し
た
期
間
が
不
足
し
て
年
金
を
受
給
で
き
な

か
っ
た
方
が
年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
（
60
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
お
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
）

　
　

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

　
　
　

5
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間
（
納
付
・
免
除
以
外
）
や
未
加
入
期
間
が
あ
る
方

　
　

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

　
　
　

①
の
期
間
の
ほ
か
任
意
加
入
中
に
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
方

　
　

③
65
歳
以
上
の
方

　
　
　

年
金
受
給
資
格
が
な
く
任
意
加
入
中
の
方　

　

※
追
納
・
後
納
ど
ち
ら
も
、
過
去
3
年
以
前
の
期
間
は
当
時
の
保
険
料
に
加
算
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
旭
川
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室　

☎
0
1
6
6
・
7
2
・
5
0
0
4

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
方
へ　

　
　
　
　
　
　
　
「
後
納
制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
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自衛官などを募集します

【問い合わせ先】自衛隊旭川地方協力本部名寄出張所　☎01654－2－3921

自衛官候補生（男子） 高等工科学校生徒（一般）

平成29年４月１日現在
15歳以上17歳未満の男子

受付時にお知らせします
１次　平成29年１月21日　　　
２次　平成29年２月２日～５日

会場については、受付時にお知らせします

平成28年11月１日～平成29年１月６日

18歳以上27歳未満
（採用予定月の１日現在）

年間を通じて行っています

受験種目

応募資格

受付期間

試 験 日
会　　場



故障のときの問い合わせ先　NTT東日本北海道データセンター　☎0120－860－023（通話料無料）

おしらせ君の
お知らせ

雪
下
ろ
し
に
注
意

　

雪
が
降
り
積
も
る
よ
う
に
な
る
と
、

停
電
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

電
線
に
付
着
し
た
雪
の
重
み
で
電
線

が
切
れ
た
り
す
る
こ
と
が
原
因
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
お
し
ら

せ
君
を
つ
な
ぐ
光
ケ
ー
ブ
ル
に
も
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

屋
外
の
光
ケ
ー
ブ
ル
に
雪
が
付
着

す
る
と
、
雪
の
重
み
で
ケ
ー
ブ
ル
が

た
わ
み
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル
が
切
れ
る

と
テ
レ
ビ
が
映
ら
な
く
な
り
、
お
し

ら
せ
君
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
ケ

ー
ブ
ル
が
切
れ
な
く
て
も
、
切
れ
る

寸
前
ま
で
た
わ
む
と
、
ケ
ー
ブ
ル
内

を
行
き
来
す
る
信
号
の
損
失
が
大
き

く
な
っ
て
同
じ
よ
う
な
状
況
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
雪
下
ろ
し
の
際
に
ス
コ
ッ

プ
な
ど
で
ケ
ー
ブ
ル
を
強
く
引
っ
か

け
た
り
、
大
き
な
氷
の
塊
が
当
た
る

な
ど
す
る
と
、
ケ
ー
ブ
ル
の
外
側
に

傷
が
な
く
て
も
、
中
の
光
ケ
ー
ブ
ル

が
傷
つ
い
て
断
線
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
ケ
ー
ブ
ル
が

損
傷
し
た
と
き
は
、
修
理
費
用
を
ご

負
担
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
雪
下
ろ
し
や
重
機
な
ど
で
の
作

業
を
す
る
と
き
は
注
意
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

広報なかがわ
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◆
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を

　

冬
道
は
天
候
状
況
や
積
雪
に
よ
る
渋
滞
が
発
生
す
る
な
ど
到
着
す
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

目
的
地
ま
で
の
天
気
や
道
路
状
況
を
事
前
に
把
握
し
て
、
時
間
に
余
裕

を
持
っ
て
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運
転
を

　

冬
道
で
は
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
正
面
衝
突
の
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。

　

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
路
面
状
況
に
あ
わ
せ
た
慎
重
な
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

◆「
急
」の
つ
く
運
転
操
作
は
危
険　

　

急
発
進
、
急
加
速
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
と
い
っ
た
「
急
」
の

つ
く
運
転
操
作
は
ス
リ
ッ
プ
に
つ
な
が
り
大
変
危
険
で
す
。

　

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
や
早
め
ブ
レ
ー
キ
な
ど
、
慎
重
な
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

◆
交
差
点
に
注
意　

　

雪
山
で
見
通
し
が
悪
い
交
差
点
な
ど
で
は
、「
車
が
来
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
」、「
歩
行
者
が
横
断
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
危
険
を
予
測
し

て
、
徐
行
と
安
全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◆
悪
天
候
に
注
意　

　

吹
雪
や
大
雪
な
ど
悪
天
候
時
の
運
転
は
、
吹
き
だ
ま
り
や
視
界
不
良
に

よ
る
立
ち
往
生
等
の
危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、
不
要
な
外
出
は
控
え
ま
し

ょ
う
。

　

や
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
と
き
は
、
事
前
に
道
路
情
報
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
防
寒
具
や
ス
コ
ッ
プ
等
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

美
深
警
察
署　

☎
2
・
1
1
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
・
2
0
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
・
5
0
7
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　

警
察
相
談
電
話　

☎
＃
9
1
1
0

駐 在 所

冬
道
で
の
交
通
事
故
防
止

冬
道
で
の
交
通
事
故
防
止

冬
道
で
の
交
通
事
故
防
止



　12月2日（金）、幼児セ
ンタ－で毎年恒例の餅つ
きが開催されました。自
分の背丈ほどもある杵
で、一生懸命について出
来上がったお餅の味は格
別。お雑煮やあんこ、ごま
やきなこ味にして、たくさ
ん並べられたお餅を何度
もおかわりして食べてい
ました。

〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp　　E-mailアドレス  nakagawa@hokkai.or.jp

町の人口
（11月30日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,632人（－11）

814人（－８）

818人（－３）

837戸（－６）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

この広報紙は道産間伐材を使用しています。

　11月26日（土）、中川吹奏楽団による第21回定期演奏会が生涯学習センターちゃいむで開
催されました。
　町民団員の他、元町民で団員の方々もこの日の為に北海道各地から集まり、ディズニーミュ
ージックや大ヒットとなった「君の名は」の主題歌「前前前世」など、おなじみの曲をたくさ
ん演奏してくれました。
　中川吹奏楽団。通称「中吹」の定期演奏会は、真面目な吹奏楽の他にも、ダンスあり、笑い
ありの構成で毎年楽しませてくれます。


